
 

 

 

 

 

 

～学校部活動の改革に至る経緯～ 

               

  

                    

 

 

 

 

 

 

このような現状から、国からは、令和 8年度を目途に「学校部活動の地域連携並びに地域スポーツ

クラブ及び地域文化クラブへの移行に取り組むこと」、また奈良県からは、「令和 8年度から、教員

の指導による休日の学校部活動の廃止」の方向性が示されました。 

 

 

 

 

 

 

なぜ、部活動を地域移行するの？ 

   現状、葛󠄀城市では生徒数の減少等により、部活動においてチームが組めないようなことはありません。 

ただし、長いスパンで考えた場合、現在の顧問が異動や退職等により専門的な指導者が不在となったり、 

生徒数が減少し、現在の体制が組めなくなったりする可能性があります。 

また、現在の学校部活動は、全ての教員の長時間勤務の上に成り立っており、 

大きな業務負担となっています。将来にわたり、地域で子どもたちがスポーツや 

文化芸術活動に継続して親しめる機会を確保することが必要です。 
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〇少子化・ニーズの多様化への対応 

生徒数の減少により、1つの学校での部

活動の維持ができない場合や、生徒がやり

たい部活動を選べない！ 

〇教職員の負担軽減 

今までの部活動は、教員の休日も含め

た長時間勤務で行っており、大きな業務負

担となっている！ 

中学校における休日の学校部活動の地

域クラブ等への移行を進めていきます。 

移行の目途は、令和 8年度の夏以降を予定しています。 

これらを受け葛󠄀城市でも 

 



「葛󠄀城市立中学校における部活の在り方検討委員会」を立ち上げました。 
定期的に委員会を開催し、課題について協議するとともに、子ども・保護者・学校・地

域にとってより良い形を検討していきます！ 

 

 

複数校でまとまって一つの部活動とする

合同部活動の導入や、部活動指導員等の地域

人材を活用することにより、学校部活動とし

て生徒の活動機会を確保するものです。 

 

 

 

 

 

 

 
 

「学校管理下」の活動 

地域の多様な主体が運営・実施する地域ク

ラブ活動によって、部活動を代替するもので

す。学校とも連携しながら、多様な活動を、

可能な限り低廉な会費で実施します。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「学校管理下ではない」活動 

部活動の「地域連携」と「地域移行」って？ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動を地域へ移行するとどうなるの？ 
 

学校              子ども              地域 

・時間外勤務の減少     ・専門的な指導が受けられる    ・生涯学習の推進 

→教員の健康増進      ・新たな活動へのチャレンジ    →多世代がつながる活動 

・授業準備時間の増加     ・他地区の生徒との交流       ・地域の活性化 

 

しかし、課題もあります・・・ 

○ 指導者の確保  ○ 平日の学校部活動と休日の活動の連携  

○ 活動場所への移動や活動費用などの保護者負担  

○ 活動中のけがやトラブルの対応など 

 

 

 

 

 

 

◎保護者の方へのお願い 

 今後、子どもたちや保護者の皆様のお考えを集約するために、アンケート調査の依頼を予定して 

います。より良い活動に向けてご協力をお願いします。  

お知らせ 

 現在葛󠄀城市では地域クラブとして「コーラス部」と「相撲部」の部員を募集しています。見学会 

への参加を希望される場合は、学校教育課（0745-44-5108）までお問い合わせください。 

「地域移行」 「地域連携」 

葛󠄀城市の状況にあった部活動改革を進めるため

に！ 


